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中国農村社会経済構造の変容分析
ー一安徽省鳳陽県武店郷霊泉村と
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I. はじめに
1984年11月 9日~13日の僅か5日間であるが，華中の安徽省鳳陽県に滞在
し，鳳陽県の 2カ村を参観する機会に恵まれた。鳳陽県はかつて極貧の農村地
帯であったことで有名であり!), 1978年12月の中国共産党第11期第3回中央委
1)中共鳳陽県委辮公室「大包千的四年」 1983年， 同「在改革中前進」 1984年， 「①安徽
省鳳陽県個別責任制で農作業」「人民中国」 1984年.8月号等を参照されたい。
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員会全体会議（以下，三中全会と省略する）以降，逸早く農業生産責任制を導入し
たり，中国共産党安徽省委員会第 1書記であった現副首相の万里が訪問し指導
したことでも有名になったところである2)。それゆえ，農業生産責任制と言え
ば， 趙紫陽首相が指導した四川省と並んですぐに鳳陽県が思い起こされる。
しかし， 筆者が訪問した当時鳳陽県はまだ外国人に対しては開放されておら
ず3), この点において鳳陽県農村を訪問出来たことは大きな意義があった。
筆者は，東京大学東洋文化研究所の上田信氏と共に，南京大学留学生塀公室
と鳳陽県人民政府外事塀公室の御好意により武店郷霊泉村と大廟郷西孫村后楊
生産隊の 2カ村を訪問し，直接農民から聞き取り調査をすることが出来た。こ
れらの村への訪問日程は次のようであった。南京大学を他の留学生と共に 9日
早朝出発し，昼前に鳳陽県招待所に到着，昼食後鳳陽県人民政府において外事
絣公室の部沢源主任より鳳陽県の概況説明を受け，その後，鳳陽県経済発展状
況を展示する部屋を見学して，后楊生産隊を訪問した。この日は他の留学生と
一般的参観と概況説明を聞き，その際間近にいた農民に村のことを簡単に質問
をした。 11日午後に再訪し，農家で楊俊芝氏(53歳）を中心に数人の農民から聞
き取り調査をした。霊泉村は10日午後に訪問し，ここでも簡単な概況説明を受
け，その後農家で聞き取りを行った。そして， 12日に再訪し，昼食時間を除い
て朝から夕方遅くまで，農家で聞き取り調査をすることが出来た。この時の聞
き取り調査の場には外事塀公室の部主任や職員以外に，村からは霊泉村党支部
委員会や村民委員会の役員，一般の農民等の計 6名，すなわち，村支部書記で
霊泉村霊泉第 8生産隊の王洪敏氏(54歳）と副村長で霊泉第 3生産隊の陳少蘇氏
(51歳），霊泉第 6生産隊の王貴香氏(43歳），霊泉第 5生産隊の王洪凱氏(51歳），
元互助組会計・元高級合作社会計で霊泉第6生産隊の王利田氏(55歳）と元信用
2)前掲「①安徽省鳳陽県個別責任制で農作業」 p.19。中共鳳陽県委員会「実事求是，
解放思想，尊重群衆，因勢利導—四年大包干的情況和体会」前掲『大包干的四年」
p. 8。
3)鳳陽県は1986年 2月より完全開放となり，許可を得る必要もなく外国人でも立ち入る
ことが出来るようになった。
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社の会計で霊泉第 2生産隊の王洪亮氏(59歳）に参加して戴いた。そして，農業
生産責任制に関する資料も戴いた。
両村とも走馬看花のごとくその表面を垣間見たに過ぎず，通訳もなく筆者の
語学力不足もあり，その結果十分に内容のある質疑が出来ず，村落の内部構造
にまで立ち入ることが出来なかった。しかし，中国農村を訪問し，直接農民か
ら村落の具体的実態を聞く機会がまだ少ない現今，本報告はそれなりに意味を
持っているものと考える。
また，鳳陽県人民政府外事塀公室の好意により，東北大学大学院生の手代木
有児氏と共に1985年 9月13日;._15日まで鳳陽県に滞在し，外事塀公室秘書の張
玉峰氏の案内で府城鎮で開かれた九華山の廟会の見学と聞き取りをすることが
出来た。
ところで，筆者は聞き取り調査において次の 2点に重点を置いた。 1つは三
中全会以後の農業政策により農村経済がどのように発展したのかという点であ
る。周知のように農業生産責任制郡入と「政社分離」に伴う人民公社制度解体
は，これまでの集団労働に基づく農業経営から農民を解放し，農民に物質的刺
激を与えることによって農業生産力を高め，その結果，農村経済や農民経済を発
展させた言われている。この政策に基づく農村経済発展のモデルとされている
鳳陽県農村を具体的に分析することによって考察してみたいと考える。もう 1
つは解放前の村落が解放後の土地改革や農業集団化，人民公社化を経て現在に
至るまでどのように変化・変質したのかという点である。現在の農業生産責任
制の導入と人民公社制度の解体はこれまでの集団化原理に基づく農業政策と逆
行するところが多々あり，三中全会以前においても中国農業の政策やそれに基
づく発展が多くの研究者によって賞賛されてきたが，これが三中全会以後こと
ごとく批判されており，そうであるならばこれまでの「中国社会主義」農業と
は一体何であったのか，この問題を解放前から現在に至る歴史的変容過程の中
で，具体的村落を通じて考察してみナこいとする点である。このような課題に対
して本稿がその責を果たしたとは思えないし，このような短期間の調査で可能
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なことでもない。しかし，村落において農民から直接聞き取り調査を行ったこ
とにより幾分なりとも課題に接近出来たと考える。そして，これらの点を踏ま
えて調査を整理しておくことは今後の筆者自身の研究において意義があると同
時に，同学の諸兄姉にも農村の具体的資料を提示出来る点においても意義があ
ると考える丸
本調査研究においては多くの方々にお世話になった。取り分け南京大学留学
生塀公室の諸先生，特に謝乃康科長，留学生と共に同行して下さった南京大学
経済系の諸先生，鳳陽県人民政府外事塀公室の諸先生，特に部沢源主任，既述
した霊泉村民委員会並びに后楊生産隊の方々には筆舌に尽くせぬお世話になっ
た。本誌を借りてお礼を申し上げたい。また，本研究は共に調査に同行して下
さった上田・手代木の両氏に負うところも大きく，感謝の意を表したい5)。
Il. 鳳陽県の農業経済事情
t 鳳陽県の概況
鳳陽県は明の初代皇帝・朱元琉の故郷であり，そこには彼の父母の墓があ
る。鳳陽県は安徽省の中北部，淮河の南岸に位置し，そのため淮河の氾濫に悩
まされてきた（第 1 図•第 2 区参照）。鳳陽県の総面積は 1,920 平方キロメート 1レ
で，その内訳は丘陵64彩，平原1彩，湖沼 3彩であり，平地が非常に少ない6)。
全県は 7区より構成され，その 7区とは第2図によれば西部より武店区・劉府
区・大廟区・門台区・総舗区・ 板橋区・小浚河区である”。第 1表によれば，
4)本稿は中国農村調査研究『中国農村社会経済構造の変容分析」第13章に相当する。'
5)廟会については筆者の聞き取りノートで不明なところがあり，手代木氏のメモも参考
にさせて戴いた。
6)本稿の数値で出典を明示しない限りにおいては県の展示室で筆写した数値である。中
共鳳陽県委「鳳陽県経済発展戦賂和経済体改的設想」前掲「在改革中前進」 (p. 1) 
によれば，鳳陽県の総面積は 1,920平方キロメートルで，そのうち低山地が422平方
キロメートル (22彩），丘陵地 1,223平方キロメートル (64彩）、平原が 215平方キロ
メートル (11%),湖沼が 60平方キロメートル (3彩）となっている。
7)『安徽省経済年鑑1984」1984年， pp,28~29。
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???
第2図鳳陽県の概況図
7区の下に 2鎮45郷(45人民公社）335村3,513生産隊がある凡戸数は11万戸，総
人口が55万5,000人，農業人口が50万人で総人口の90.1彩を占め，農業労働力が
22万人で総人口の39.6%を占めることから，鳳陽県は農業県であることが窺わ
れる 9)。耕地面積は108万畝で，主要作物には水稲・小麦・落花生・油菜（莱種）
．棉花・ 姥姻（乾燥室で．醗酵・乾燥させた葉タバコ）がある。
鳳陽県は平均気温が摂氏 15度前後と気候が穏和で，無霜期間が210日間，年
8) 2鎮の府城鎮（かつての鳳陽府城の所在地）・臨淮鎮と漁業郷は県の直轄である。．前
掲「安徽省経済年鑑1984」p.28。県の展示室の資料では9鎮36郷となっており， 9
鎮とは既述の 2鎮と各区の中心地である 7鎮を含めたものである。
9)前掲「鳳陽県経済発展戦略和経済体改的設想」 p.1。中共鳳陽県委員会「関予農村体
制改革的情況匪報」前掲「大包千的四年」 p.87。 前掲「安徽省経済年鑑 1984』p.
393では総人口が55万4,900人，農村人口が50万1,600人である。
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平均降雨量が870ミリメートルと降雨量はやや少ないが，農業には比較的適し
ている 10)。それにもかかわらず，なぜ最極貧地帯と言われてきたのか，この点
について質問すると，次の 4点が主要原因であるとの応答が返って来た。すな
わち， (1)淮河の氾濫により水利条件が悪く，水害・旱害に悩まされ続けてき
た。 (2)これまでの農業政策が多角経営を許さなかった。 (3)淮河流域は軍事上重
要な位置を占めていたため， 日本軍がやって来たりして戦争で荒廃した。 (4)人
民公社が旨くいかなかった。そして， 1978年の三中全会以後に農業生産責任制
が実施されるまでは鳳陽県は「三郷県」，すなわち(1)「吃糧郷回錆」（食糧は配給
に頼る）， (2)「生産扉貸款」（生産は貸付金に頼る）， (3)「生活御救済」（生活は救済
に頼る）であった。この通りとするならば，鳳陽県における解放後の社会主義改
造は一体どのような意味を持っていたのであろうか再考を要する。同様のこと
は，外事塀公室の部主任が述べた鳳陽県の解放後の時代区分にも見られる。す
なわち，鳳陽県は1948年に解放され， 1949年~1955年を回復発展期， 1955年～
1978年を曲折発展期に区分し， 1978年までは最貧困地帯であったとする。そし
て，三中全会以後に大包干（各戸経営）制が採用され，貧困から脱却出来たとし
て三中全会以後の農業政策を評価する。このような主張はかつて文革期にも文
革前と文革後の比較において多くの人によってなされたことがあり，あまりに
も現状肯定のパターン化されたもので，無批判にこれを受け入れることには鋳
躇せざるを得ない。勿論，最近の農村経済の変貌は大きく，農民生活が向上し
ているというのも事実であるが，これら諸点については具体的事実を通じて自
らの視点で考察し分析しなければならない。とは言っても，本稿では入手した
資料に限界があり，その限りでの分析しか出来ないし，読者諸兄姉にはその資
料しか提供出来ない。
鳳陽県では1979年初めに大包干（包干到戸）制を実施し，その結果第 1表に見
られるごとく 1979年には糧食が4億4,012万斤と， 1978年に比較すれば 1億
10)前掲「鳳陽県経済発展戦略和経済体改的設想」 p.1。
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第1表鳳陽県 1978年～
;! 戸数 人口 公人社民敷 生大朦産撒総戸数農家戸数 総人口農業人ロ・嘉働磨 （郷数） （村数）
1978 110,254 96,834 510,675 465,328 179,457 45 347 
1979 112,252 95,657 520,621 473,428 190,074 45 348 
1980 111,807 95,440 530,017 481,460 (196,833) 45 356 
1981 114,287 95,552 539,597 488,901 203,133 45 352 
1982 117,657 97,771 . 548,970 496,916 214,229 45 353 
1983 120,877 100,076 554,948 500,684 221,206 45 353 
出典）中共鳳陽県委癬公室「在改革中前進」 1984年， p.、211より作成。
第2表年代別鳳陽
て年度 工農業総
そのうち
鼈巳妍嘩）量 虹へのぽ販の国売）家量
1 生産額（元） 工業総は生）産額 1農業総は生）産額
1949 4,112万 435.4万 9,983万 1,871万
1955 2億6,266 万
1960 9,500余万
1977 3億6,000余万
1978 8,391万 4,043万 (（5,154万）） 8,391万 2億9,500万 3,607万
1979 4億4,000余万 9,400万
1980 1億8,736万
1981 6億4,000余万 2億3,500余万
1982 
1983 ( 23億2 , 8 0 7 万） 56万 7,249万
( 2 億42 , 5 1 0 万） 
,807万 8億1,716万
(3億34,000余万）
, 020万
1984 3億5,600万 1億 9億
1985 3億7,472万
1990 7億5,'000万
2000 15億
出典）中共鳳陽県委餅公室『大包干的四年」 1983年，前掲『在改革中前進」 1984年の諸
取りに基づく。同じ年度に複数の数値があるのは原資料により異なるためであ
4,472万斤増加した。 1983年には 8億1,716万斤に達し，第 2表に見られるごと
く2000年には「翻三番」 (8倍）の生産を目指している。また，第 1表・第 2表
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1983年基本情況
請負耕地 糧 食 平1人均当収た入り生産隊数
総（生万産斤量） I 売国家（斤却へ）量の 平1人均（斤当産）た量り平1人均（斤売当却）た量り（万畝） （元）
2,936 108.51 29,540 3,504 634 75 81 
3,707 108.40 44,012 9,134 930 193 150 
3,812 108.31 50,247 11,510 1,044 239 185 
3,783 108.33 64,044 18,457 1. 310 377 297 
3,521 108.31 71,491 25,133 1,439 505 325 
3,513 108.29 81,716 34,023 1,600 670 368 
県経済概況
平1人均当収た入り 単 産 貯金額
（元） （斤） 大（頭牲畜） 1 生（頭豚） I 家<万羽禽） （万元）
3万6,383 1万2,795 26.6 13 
81 4万4,54312万5,343 65.1 198 
150 
185 
297 
325 
368 700~800 6万9,340 10万278 84.9 1,401 
400 
455 
1431 
農総生産類業
（万元）
8,391 
12,859 
14,330 
18,285 
20,334 
22,802 
出生率
(%0) 
23.22 
19.09 
12,83 
資料，「鳳陽県堅持改革面貌巨変」「人民日報」 1986年2月12日，県展示室の諸資料，聞き
り，信憑性が低い数値には（ ）を付した。
に見られるごとく，大包干実施に伴って農民 1人当たり平均収入も増加し，実施
以前の1978年には81元であったのが， 1983年には368元に達し，衣食の問題は解
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第3表鳳陽県における生活水準の向上
~ こ l1979年 1983年 I 増加率(%)
自転車（台） 1,872 12,270 656 
テレビ（台） 125 , 1,058 846 
ミ シン（台） 1,619 3,330 206 
棉 布（万m) 40.4 323.3 800 
化学繊維（万m) 2. 1 40.4 183 
腕時計（個） 2,214 16,227 733 
ラジオ（台） 6,620 5,601 85 
紙巻タバコ（万本） 214.8 252.4 118 
酒 （トン） 912 2,387 262 
キャンディー （トン） 695 1,809 260 
出典）展示室の資料より作成。
第4表鳳陽県専業戸発展惰況
~I 戸 数 1総農家戸数に占める割合
1979 1,985 2,1% 
1980 2,400 2.5 
1981 3,841 4 
1982 4,617 4.7 
1983 20,814' 20.8 
1984 4月末 25,800 25.8 
出典）前掲「在改革中前進」 p.212。但し， 1982年以前は専
業戸ではなく，「冒尖戸」である。
決したとしている。それゆえ，農民は食事においては栄養面を重視し，衣服で
はデザインを，住居では瓦茸き住居を重視するようになった。第3表は鳳陽県
における大包干制開始の 1979年と 1983年の消費・購入物資を比較した表であ
り，ラジオを除く全項目が上昇しており，農家経済の発展が窺える。また，第
2表に見られるごとく，貯金も 1978年の 198万元から 1983年の 1,401万元へと
5年間で 7倍に急増している。大包干後，専業戸が続出し11), その推移は第4
11)鳳陽県における専業戸・重点戸の定義が不明であるが，後述の霊泉村では重点戸は専
業戸を含んでおり，専業戸とは万元戸のことである。
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第5表鳳陽県における農業機械化の進展
~I 1979 1981 1983 
農業機械総動力（馬力） 95.9 104 136,601 
農業機械隊（人） 3,176 2,745 6,343 
大中型トラクター （台） 297 304 279 
（馬力） 13,967 14,039 12,692 
小型トラクター （台） L 217 1,586 4,139 
（馬力） 14,385 18,854 49,439 
農用トラック（輌） 60 96 243 
ディーゼル発動機 （台） 834 792 475 
（馬力） 34,865 19,815 12,540 
電動モーター （台） 939 774 576 
（千ワット） 21,191 34,000 31,822 
出典）展示室の資料より作成。
表に見られるように現在では 2万5,800戸(23.5彩）に達し，その内訳は種植業が
1万3,531戸（専業戸の52.4彩）と過半数を占め，・養殖業が9,356戸（同， 36.3%),
（農）工商業が 1,832戸（同， 7.1%),工商業が1,081戸（同， 4.2彩）となっている。
このような専業戸の増加は第5表のごとく農業機械所有面にも急速な変化とな
・って現れており，例えば小型トラクターでは 1978年に所有台数が 1,100余台で
あったのが， 1979年には 1,217台， 1981年には 1,586台， 1983年には4,139台と・
増加しており， 1982年 5月には月に 300余台が売り切れ，数百台が購入予約と
なった12)。
以上が鳳陽県の概況であり，その発展に目を見張るところが多いが，第 2表
に見られるごとくエ農業総生産額の増大は農業の発展に負っており，この点は
他地域と異なっている。筆者が見聞した農村では，農村工業の発展が農村経済
発展の牽引となっている。しかし，本県では農業生産額の比重が非常に高く，
例えば1983年ではエ農業総生産額の75.9%をも占めており，これはこれまで農
12)郭子超「鳳陽的“農機熱”為什慶涼了？」「中国農民報」 1984年1月26日。前掲「鳳
陽県経済発展戦略和経済体改的設想」 (p.1)では，小型トラクターは1978年の1,200
台から1983年には4,500台に増加したとあり，本文と少し数値が異なる。
427 . 
1434 闊西大學「艇清論集」第36巻第5号 (1987年2月）
業の多角経営が禁止されていたのが農業本来の正常な状態に戻り，農民の生産
に対する意欲が増大したことに基づくものであって，その意味においては三中
全会以後の農業政策は評価出来るが，今後の農村経済の発展を考えるに農民の
生産意欲だけでは農業生産に限界が見え，更なる発展を目指すにはかなりの農
業投資が必要になり，また，農村工業の発展にも同様のことが言える。
2. 鳳陽県における農村市場と廟会
鳳陽県に農村市場である集市（集鎮）は1978年には 36あり， 1983年には40とな
り，郷政府所在地には 1つの集市が存在することになる。ところが， 「鳳陽県
経済発展戦略和経済体改的設想」では「目前，我県有集鎮四十個，比一九八六
年増加十七個，絶大部分集鎮是区・郷所在地」13)とあり，集鎮は 1980年には23
カ所であったことになる。 しかし，既述したごとく集鎮所在地は区・郷の所在
地であることがわかる。このような集鎮の増加は農業の生産責任制導入と共に
農村商品経済が発達し， また「離土不離郷」（離農しても農村を離れず）政策のな
かで， 離農して集鎮に移り， そこで工業や商業を営む者が出てきたからであ
る。例えば，鳳陽県の府城鎮では解放前から農暦の S・8・5・10の日に定期
市が開かれ， 3と8は南門で開かれる大集で，売買される物産が比較的多く，
5と10は西門で開かれる小集で大集に比較すると売買される物産は少なかった
が，両者とも牲畜市（牛行）はあった14)。1953年にこれまで存在した牲畜市は合
作化され，県政府が管理する鳳陽県府城農民服務部牲畜交易所となり， 1953年
以降も大集・ 小集の区別はなくなったものの 3・8・5・10の市日はそのまま
で続けられている（写真1参照）。
次に， 霊泉村や后楊生産隊の村民が農産物を売買する集市（農村市湯）を紹介
しよう。霊泉村の農民は農産物を国家に売る以外に農村市場で販売する。ま
13)前掲「在改革中前進」 p.13。
14)大集には牲畜市があり，小集にはないのが一般的であるが，ここでは両者ともにあっ
た。
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写真 1 城門前で開かれる定期市。
た，後述する副業製品であるアイスキャンデイーをこれらの市場で販売する。
霊泉村の農民が行く集市は武店鎮で，ここでは毎日市が開かれる。その他に考
城郷逢集(1·6·4•9 の日が開市）と龍塙集(2•7·5·10が開市）がある。農民
が農産物や副業製品をこの集市に運び販売するのであるが，農民との応答では
牙税（市場税）は取られないとのことである。一般に集市では管理税の名目で販
売商品の5%程度の市場税がとられるのであるが，ここではなく，豚を殺した
時には屠殺税がとられるとのことである。
后楊生産隊の農民は大廟集鎮と劉府区の部悔郷集に行く。大廟集鎮は 2・7
・4・9の日に市が開かれ，烏罪憫郷集は 3・8・5・10の日に開かれる。とい
うことは 1と6の日を除いて毎日市が開かれていることになり，膜民の日常生
活を満たすのであろう。
また，鳳陽県には 2つの廟会があり， 1つは農暦3月20日~22日の独山廟会
と，もう 1つは農暦の 7月30日~8月2日の九華山廟会である。筆者は廟会に
ついて文献では知っていたが，この目で見るのは初めてであった。九華山は安
徽省南部にあるのが有名であり，それに対してここでは北部に位置し，九華山
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と区別するため北九華山と呼ばれている。九華山は府城鎮の北約500メートル
程のところにある小高い丘で，明代以前からここに地蔵王を祀る廟があった。
廟は 4層になっており， 南天門から入ると最初に 3間房子に霊官菩薩が祀ら
れ，第 2層の 5間房子には地蔵王菩薩とその左右に穆連生父子，第3層の 5間
房子には玉皇大帝，第4層の3間房子には王母娘娘とその左右に仙女が祀られ
ていた。南天門の向かいには芝居を行う戯台があり，地蔵王の誕生日である農
暦7月30日は，ここで芝居が打たれ，また廟の周りでは農民の交易する市が立
った。当時，廟会には牛・羊・豚の牲畜や牽・台車等の農具類も売買され，牲
畜市には約1,000人が集まり， 1週間の廟会には約2万人の人々が集まった。
解放後，人民政府は伝統的廟会を利用して物資交派を計るため廟会を物資交流
会とし15), 九華山廟会は九華山物資交流会となる。しかし，一般の人達は依然
として廟会と呼んでいる。 1955年に九華山廟は安徽農学院分院を造るため破壊
され，また尼寺の福寿庵は獣医院となった。その後廟会は府城に移り，廟信仰
とは関係がなくなる。現在，九華山には廟が建っていた頃の礎石もなく，その
⇔ 面影は全く残っていない。ただ，風水がよいのかその麓に墓が多く見られる
程度である。廟会は1950年代~1964年までは比較的節単であり， 1965年の「四
清運動」から文革にかけては指導者が批判されていなくなり，廟会の組織も亡
くなり，廟会は存続したが規模は縮小され，ほとんど交易はなされなかった。
文革後の1972年頃より徐々に復活し，三中全会以前では，毎年の販売高は約50
万元で， 参加者は 2~3万人であった。三中全会以後， 廟会は再び活況を呈
し， 1983年には販売高100万元， 1984年は150万元となり，参加者は 5万人に及
んでいる。廟会への参加単位は国家が150単位，集団が200単位，衣料品や工芸
品を販売する個人が400戸，家具や木器を販売する個人が約500戸あり，家具
等は農民が自分自身で製造したものである。廟会に参加する者達は地元だけで
15)物資交流大会については，浅田喬二「中国農村市場の研究ー一備と工結合の諸形態と農
村市場構造の再編成―-J(研究叢書第49号）農業総合研究所， 1958年を参照された
vヽ
゜
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はなく安徽省北部，南京や無錫等の江蘇省，あるいは湖北省からも来ており，
どの機関からも連絡を受けるわけでもなく，毎年やって来る。廟会の運営は鳳
陽県九華山物資交流会需備処が設けられ，その塀公室が行う。参加単位は塀公
室へ登録に行き，そこで店舗の位置が決められる。治安や交通整理・税収・宣
伝・衛生等は鳳陽県の関係諸部門が担当する。廟会は基本的には普段の生活必
需品が少ないこの地方の農民のために，農民生活の便を考えて行われる。税金
はエ商税が3彩~5彩で，管理費が 1メートルにつき 1.2元である。農家の専
業戸に対しては考慮して工商税を 3彩と安くし，所得税はかけない。国家・集
団企業には 5彩のエ商税をかけている。
実際，廟会を見学すると参加者の数は数万に達しているようで，かつて城壁
に囲まれていたと想像される府城の道という道は人でごった返し；思うように
写真2 廟会に参集した人々。車やトラクター・
自転車は街への入口までである。
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写真3 廟会のとき開かれた牲畜市。売買の多くは黄牛である。
前へ進めない程の人込みである（写真2)。聞き取りでは 5万人が参加する予定
で，天気がよければ 7万人に達するとのことであり， 販売高は200万元とのこ
とである。店舗の 1番多いのは衣料品や雑貨店で，その次は食物屋である。府
城の外周には家具や台車の台や農具の柄等が売られ，またその一角に写真 3の
ような牲畜市が開かれている。ここで売買されるのは水牛や黄牛で，水牛は約
1,000元，黄牛は約600元で売買される。これらの牛は付近の農家が耕作や運搬
等に利用するのであるが，時によっては内蒙古や雲南からも組織し・て売りに来
ることもあるという。売買は交易員（農民である牙行）が立ち合い， 売買が成立
すれば，価格の20~るを手数料として支払う。その内訳は手数料の40形，すなわち
価格の 8形が管理費(2形）と交易員の手数料 (6形）で， 60形が国税である 16)。
普段の牲畜市では約30頭が売買されるが，廟会では 200頭売買される。交易員
の収入は月に約90元になる。
16)手数料が売買価格の20%とはかなり高いように思えるが，調査したメモではこのよう
な内容であり，既述ミスもあるかと，同行の手代木氏のメモを見せて戴いたが，同じ
内容であった。ところで，応答では交易員への手数料は4%~6%ともあり，これは
賠入者が支払うとのことである。
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以上が農村市場と廟会である。
JIT. 調査村の概況
1. 霊泉村の概況
1439 
武店郷は第2図に見られるごとく鳳陽県の南西部に位置し，その中心地であ
る武店集鎮は鳳陽県城の府城鎮より南西44キロメートルの所にある 17)。霊泉村
はその武店集鎮の東 1.5キロメートルの所に位置する 18)。霊泉村の由来は村に
霊泉寺という村廟が存在したことに基づく。現在もこの廟宇は残っており，敬
老院等に利用されている（写真4参照）。 1984年 3月に霊泉村は文明村と改名さ
れたが，村民達は旧名で呼んでいるので，本稿においても旧名を使用する。霊
泉村には21生産隊があり，その総戸数は447戸，人口は2,486人で， 1戸当たり
平均家族数は 5.6人と比較的多い19)。霊泉村は王姓の同族村で，王姓が90形弱
写真4 霊泉村の村廟・霊泉寺。現在は敬老院の建物として利用さ
れている。
17)中共鳳陽県武店区委員会「修好“田”字街 建設新武店」前掲『在改革中前進』 p.166。
18)鳳陽県武店郷霊泉村党支部「“両介文明”一起狐建設中国式的社会主義新農村」同上
書， p.187。
19)同上論文 (p.187)によれば，戸数は466戸，人口は2,486人とある。
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占めている。後出の第10表によれば，霊泉村霊泉第 3. 第5. 第6. 第8の各
生産隊の王姓は81戸中75戸を占め，これは全体の92.6形に当たる。村民の応答に
よれば，王姓は明代に皇陵（朱元璃の両親の墓）から本村に移住して来た。それゆ
ぇ，皇陵にはまだ同族が住んでいる。王姓には輩（世代）によって名前に共通の 1
字を冠する輩行字が現在でも行われており，例えば，現存の13世は香， 14世は
洪，15世は栄の字を用いる。この点を後出の第10表で見ると，香が26人(34.7彩），
洪が40人(53.3彩），栄が4人(5.3彩），その他が 5人(6.7彩）となっている。
現在の霊泉村は行政村であり，この行政村の中に元来，彰家村・霊泉村・北
山村・陳巌村・南山村という 5つの自然村を含んでいる20)。解放前におけるこ
れら自然村の戸数はそれぞれ約10戸，約50戸，約20戸，約20戸，約30戸であ
り，霊泉村・北山村・南山村には王姓が多く，彰家村には彰姓，陳涸村には陳
姓が多かった。自然村である霊泉村の現在の戸数は187戸で，人口は1,009人に
増加している。現・霊泉村の耕地面積は3,336畝，山林面積は1,200畝であり20,
1戸当たり耕地面積は 17.8畝と華中にしては大きく， その原因は華中に位置
していても華北と同様に旱田が多いからである。すなわち，耕地のうち水田は
392畝と非常に少なく，旱田が2,944畝と88.2形も占めている。作物は夏作とし
て水稲392畝 (11.8彩），山芋（甘薯）が約20%,大豆少し， 黄豆が約50彩，芝麻
（胡麻）約10彩，緑豆約10彩，姥姻約10彩である。黄豆と芝麻， 緑豆と芝麻は混
作であるため合計は100彩以上となっている。冬作には小麦が95彩作付けされ
ている。
霊泉村における各収量は，水稲が 1畝当たり最高が1,400斤で通常が1,100斤
である。筆者が訪問した1984年はまだ統購制が行われており，生産された米の殆
ど全てが国家に売却されていた。国家の買い上げ価格は籾付米で 1毛7分であ
り，農村集市で売却すれば玄米で 2毛2分であった。米の収穫後に小麦が栽培
20)同上論文 (p.187)においても5つの自然村がありとあるが， 後出の第9表には龍窯
という名前が見られる。これは後に南門村に吸収されている。
21)同上論文， p.187。
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第6表 作物別単位当たり収量と価格
土ミ地別1 作 物 単量位（畝当産た）（り斤収） 国(家1斤買上当げた価り格） 市(1斤場当価たり格） 
水 米 一最般高1,400余 1毛7分（籾付き） 2毛2分1,100 
田 小麦 竺嚢 500 1毛6分（籾付き） 2毛2分400 
小麦 500 1毛6分（籾付き） 2毛2分
山芋 2,500 1毛4分
旱 大豆 300 5毛~6毛
黄豆 3毛4分
田 芝麻 100 6毛8分
緑豆 200 2毛2分 4毛
姥姻 300 6毛
出典）聞き取りによる。
山芋はスライスし乾燥して国家に売却する。春収穫は2.8斤が
乾燥すると 1斤となり，秋収穫は3斤を乾燥すると 1斤とな
る。タバコは乾燥した姥姻を売却する。
1441 
されるが，小麦の 1畝当たり最高収量は500斤で通常400斤である。小麦も国家
へ売却するが，その価格は 1斤につき籾付 1毛 6分で，集市では玄麦2毛 2分
である。旱田での小麦収量は平均 500斤と少し水田より高い。山芋は 1畝当た
り2,500斤（乾燥前）の収量で，これはスライスして乾燥させ国家に 1斤につき 1
毛 4分で売却する。乾燥して出来た 1斤の山芋は春収穫の山芋の2.8斤に相当
し，秋収穫の場合には 3斤に相当する。大豆は 1畝当たり収量が 300斤でこれ
は全て集市において 1斤 5~6毛で売却する。黄豆も同様に集市で 1斤 3毛 4
分で売却する。芝麻は 1畝当たり収量が 100斤で，国家・集市とも同じ価格の
1斤 6毛 8分である。緑豆は畝当たり収量が 200斤で，集市では 1斤につき 4
毛で，国家では 2毛 2分である。焼姻は畝当たり 3,300斤で，これは全て国家
へ 1斤 6毛で売却する。以上を表にしたのが第 6表である。農業生産に利用す
る肥料は土糞が中心で， これは購入せず各農家の自家製であり， 1戸平均約
4,000斤の土糞を作る。化学肥料は供錆合作社より購入し，毎年 1畝につき30
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元程度使用する。例えば，尿素では 1畝につき40斤使用するとのことである。
価格については尿素が 1斤2毛5分，複合肥料が 1斤3毛5分，燐肥が 1斤 1
毛，硝酸アンモニュウムが 1斤2毛である。その他に豆餅や蔵餅を使用する。
農業以外では村営工業として石灰輪窯工場があり，そこには 1採石場， 3装
卸隊， 500人の採石隊伍， 60台余の機動車がある。 1983年の全村農工副業総収
入は170余万元で， 1人当たり平均収入は683元となっている22)。
学校は解放前に霊泉小学校があり，生徒数は 1クラス20~30人， 2クラスで
50人足らずであった。この小学校は付近の13カ村で共同運営していた。この13
カ村が後述する東方紅高級合作社を構成する13カ村であることに興味をおぽえ
るのであるが，•この点を調査時には気が付かず聞かなかった。現在，霊泉村に
は霊泉中心小学(1年~5年），陳岡小学(1年~2年）， 彰家小学(1年~2年），農
業中学があり，陳岡小学と彰家小学では 3年生になると家から近い小学校へ行
く。村の行事としては春節に祭，按地畝（土地面積に応じて）労働力を出す。村民
間の協力として，農繁期に労働力不足の場合，親戚同士で助け合う。村には困
難戸が 5~6戸あり，この農家に対しては村の青年団員が協力する。また，敬
老院には老人家庭4戸が入っており，これらの老人にも大包干制による土地分
配が行われた。しかし，実際耕作は出来ないので，生産隊がこれらの敬老院の
土地を村民に転包（委託生産）させ， その委託料を生産隊が敬老院に代わって受
託農戸に支払い，敬老院には食糧と金を配給するという方法を取っている。そ
の他に，家の新築の時にも協力し合う。特に，ー屋根を作るときには協力が必要，
である。例えば， 3間房子の家を新築する時には約 1,500元が必要で，その屋
根作りの時には 1日半で15人を要した。、村の人が 7人で，これらの人には酒と
食事を出すだけで，金は支払わなかった。その他に 1日4元で 5.人雇って完成
させた。
最後に農村の伝統的行事として結婚式と葬式について紹介する。結婚は現在
でも同姓（族）不婚が原則で， やはり媒人を通じて相手を紹介してもらう。媒人
22)同上論文， p.187。
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写真5 耕地の中に見られる土墳。作物が刈り取られた後なのでよ
くわかる。
には親戚や友人がなり， 20~30華里(10~20キロメートル）の範囲で取り結ばれ
る。例えば， 1984年 4月に結婚したA氏の子供の場合は，相手の花嫁は30余華
里にある劉府鎮胡橋村人で，媒人は同村人である。 1981年に定婚（婚約）したB
氏の子供の場合は， 15華里離れた定遠県蔵橋区涼亭村人で，媒人は同村人であ
る。 1978年に結婚したC氏の子供の場合は，同じ武店区の武店鎮半井村丁奸庄
人で，媒人は親戚の者であった。結婚式は男側の家で行い，朋友や隣人から 1
家 1人が出席する。その数は 200人弱である。葬式も各家庭で行い，村民や朋
友は布・紙銭・金等を贈る。お金は一般に 4~5元で，これらの出席者に対し
て食事を提供する。また，消明節には墓参りをし，墓前で爆竹を鳴らし焼紙を
する。その他にこの地域は写真 5のごとく土墳が耕地に沢山見られ，この点に
ついて聞くと1968年以降死体は山に埋めるので，耕地上に見られる土墳はそれ
以前のものであるという応答が返ってきた。しかし，それにしても現在でも耕
地上に土墳が存在し，収穫後の幣起こされ整地された土地には草はなく，丁度
土墳の周りだけに草が生えている様はいまなお死者の霊を尊ぶ風習が根強く存
在していることの証明であろう。人民公社制度解体に伴う農業生産の個別化が
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このような伝統的風習を再度復活させる契機となっていると考えられるが，こ
の点を規制するために多くの村では「郷規民約」や「村規民約」を制定してい
る23)。例えば， 1983年の春夏の境に村では泥棒・賭博・人身売買等の法律に違
反する多くの事件が発生した。また，少数の青年は短いひげを伸ばし，髪を長
く伸ばし，ラッパズボンを穿き，録音機を手に提げ，人目を引くように街を通
り，難癖をつけて喧嘩を仕掛けた。また，ある人は樹木をこっそり伐採し，大
衆の利益を損ね私腹を肥やした24)。そのため霊泉村でも1983年に21の生産隊長
が討論して「村規民約」を作成した。そして毎年修正するとのことで，その名
称は「霊泉村約」であったが，実際農家で見つけたのは資料Iの武店郷の「郷
規民約」であり，その基本は「五講四美」25)と集団性を強調するものである。
資料I武店郷の「郷規民約」
1. 党を熱愛し，祖国を熱愛し，社会主義を熱愛し，社会主義の方向を堅持し、勤労致
富を提唱し，法律に違反し規律を乱すことに反対する。
2. 生産責任制を完全に強固にし，“先に国家，次に集団， そして個人” という原則を
提唱し，厳格に契約を遵守し，国家・集団を顧みず契約に違反することに反対する。
3. 計画出産の呼び掛けに応え， “晩婚・晩育と 1組の夫婦に 1人の子供” を提唱し，
早婚・早育・超過出産に反対する。
4. 文明を重視し，礼儀を重視し，衛生を重視し，秩序を重視し，道徳を重視し，尊老
愛幼・男女平等を提唱し，老人や婦人の虐待に反対する。
5. 心が美しく，行為が美しく，言葉が美しく，環境が美しいことを提唱し，隣人と仲
良くし，風俗を改め，封建迷信の復活，他人を辱め罵ったり，殴打することに反対し，賭
博を厳禁する。
6.'植樹造林を提唱し，乱伐に反対し，樹木の破壊を厳禁する。
7. 耕地を大切にし，用地の節約を提唱し，耕地の出売や請負地に墓を作ったり，勝手
23)前掲「実事求是，解放思想，尊重群衆，因勢利導ー一ー四年大包干的情況和体会」 p.6。
24)前掲「“両介文明”一起揺建設中国式的社会主義新農村」 pp.188~189。
25)「五講四美」とは， 文明・礼儀・衛生・秩序・道徳の5つを重視し， 心・言葉・行為
・環境の4つの美を尊ぶことをいう。
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に家を建てることに反対する。
1445 
8. 心理の堅持，悪事の摘発を提唱し，不良行為を庇い放任することに反対し，攻撃・
報復を厳禁する。
9. 水産資源を保護し，連合戸あるいは個人が水面を請負うことを提唱し，盗み捕りす
ることに反対し，魚に毒薬を投ずることを厳禁する。
10. 水土保護を提唱し，勝手に荒地を開墾することに反対する。
2. 后楊生産隊の概況
武店郷人民政府
1 9 8 4年元月
大廟郷は鳳陽県の真中に位置する。大廟郷后楊生産隊は西孫村（戸数240戸）に
属しており，西孫村は大廟集鎮の西約 2キロメートルの所に位置する（第2図参
照）。本来后楊生産隊は黒楊荘に属し，前楊．后楊・中楊・小楊の 4部落で構成
されていた。黒楊荘は楊姓の同族村であり，例えば，現在の后楊生産隊の姓別
構成を見ると，楊姓が21戸(91.3%), 許姓が 1戸，湯姓が 1戸であり，この許姓・
湯姓はすでに解放前に入村していた。后楊生産隊の概況を表にすると第7表の
ごとくである。戸数は23戸，人口が108人，整半労働力が62人で 1戸当たり平均
家族数・労働力数はそれぞれ4.4人・ 2.7人となる26)。耕地面積は540畝で， 1戸
当たり平均耕地面積は 23.38畝， 1人当たりでは 5畝となり，霊泉村よりもか
なり多い。耕地のうち水田が210畝(38:9彩），旱地が330畝(61.1形）とやはり旱地
の方が多い27)。牲畜とあるのは黄牛や水牛のことであろう。というのは大包干
制の導入による家族農業経営のために， 多くの農家では耕転や運搬用に 1~
2頭の役畜を飼育するようになったからである。主要作物は第 8表に見られる
ごとく糧食作物として水稲・小麦・山芋・雑穀があり，油料作物に油菜・落花
生，経済作物として姥姻・薄荷がある。これらの作目は霊泉村とほぼ同じであ
26)聞き取りでは以上の内容であったが， 中共鳳陽県委政策研究室・中共大廟郷委員会
「后楊生産隊情況簡介」前掲「大包千的四年」 p.149によれば，人口が101人，労働
カ数は67人とある。
27)同上論文， p.149。
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第1表后楊生産隊
戸人労 耕地面積（畝） 牲農 具 文化程数口開~云□畜 1~ 大学 1高中
23 I 108 62 I 540I 210I 330I 32I J'I19 I 20I 1 I . 4 I 
出典）生産隊集会所に貼ってあった「后楊隊綜合情況一覧表」より作成。
第 8表后楊生産隊1984年糧食・油料・
糧 食作物
~~,t~-1 小麦 1 水稲 I-"'-ニ□ 雑糠
面積 1総生産量面積 l生産量 面積 l生産量 1面積 生産最 面積 l生産量
800 I 550. oo I s10 210. oo 1 210 250. oo 1 80 1 50. oo 1 200 1 40. oo 
出典）生産隊集会所に貼ってあった「后楊隊綜合情況一覧表」より作成。
る。「統購」の超過達成は「超購」となり， 50形増の価格で国家が買い上げて
くれるので，山芋を除く他の作物は国家に売却している。
后楊生産隊での慣行や村民間の互助等については多く聞かなかったので，次
の点を紹介するに留める。村民の楊俊芝は1982年に家の新築に 1万2,000余元
をかけ，不足の金は親戚友人から借りた。また，結婚式には一般に約 1,000元
~2, 000元かけている。
IV. 調査村の歴史的展開
1. 霊泉村の歴史的展開
自然村である霊泉村は解放前において霊泉寺保と呼ばれ，保甲制の 1保を成
していた。戸数は約70戸28), 人口が約400人で，耕地面積は約500畝であり，水
田は少なかった。村内の階級構成は地主が 2戸(2.9形）， 富農が 2戸(2.9%), 
28)前述で霊泉村の戸数は50戸と述べたが，両者とも農民の応答であるのでそのまま採用
した。また，応答によれば自然村の霊泉村を単位として士地改革を行っているが，こ
れは霊泉村が后楊村と異なり比較的規模の大きい自然村であり，複数の自然村を集め
た行政村として土地改革を行うまでもなかったのであろう。
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1984年基本情況
度（人．） 農 副 産 品（斤，頭，羽）
初中 1小学 糧食征購 I油 脂旧 酎生 猪！家 禽］鮮 蚕
15 I 141 1a. oo I 20s 1 13. oo I so 1 791 381 
経済作物承包任務（単位；畝，斤）
油 料 作 物 経 済 作 物
姥 茨 薄 荷油 菜＼落花生
面積 I生産量 面積 I生産最 面積 i生産量 面積 I生産量
150 1 so. oo J so / 12. oo I s1 1 15,250 I so I 750 
富裕中農が20余戸で，残りは全て貧農であった。貧農のうち約rn戸は雇農であ
った。地主に村外地主はおらず， 2戸とも在村地主であった。最大地主は50畝
の土地を所有し，次大地主は40畝を所有していた。富農は平均35畝を所有，中
農は20余畝，貧農は10畝以下の所有と，土地の大小のみで階級規定が行われて
いる。それゆえ，霊泉村の階級規定は単純明瞭で理解しやすいが，一面機械的
であり，土地を貧農に分配するがために上層農を地主・富農に規定したのでは
ないかと考えさせるところがある。というのは，これらの地主が「封建的」地
主としてどのような収奪をしていたのか不明確で，このような事例は山東省章
邸県旭昇郷東酒塊村の調査においても見られ29), ここでも単に 1人当たりの土
地所有面積で階級規定をしていた。ところで，農民の応答によれば，当時 1人
が生活するためには最低限2畝の土地が必要とされていたというのであるか
ら，平均 5~6人の家族で10畝以下の土地所有である貧農の生活は相当困難で
あったと思われる30)。
29)東酒埠村では， 1人当たり 6畝の土地所有であれば富農に， 3畝であれば中農， 2畝
余であれば貧農に規定された。
30)現在では 1人1畝あれば生活が可能とのことである。
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霊泉村は1949年2月に解放され， 1951年冬から1952年春にかけて土地改革が
行われた。土地改革においては，老若男女に関係なく 1人当たり 2.5畝の土地
が分配された。 1951年~1952年には互助組化が行われ， 1953年春には試験的に
初級合作社化が行われた。霊泉村では17戸の農家で東霊初級合作社が形成され
た。同年秋には更に 4つの初級合作社が組織され，農家の初級合作社への組織
率は90彩以上に達した。そして， 1954年には既述の彰家村・霊泉村・北山村・
陳岡村・南山村の 5カ村は合併して霊泉郷（小郷，現在の霊泉村に相当する）とな
る。 1955年には高級合作社化がこれも試験的に試みられ， 1956年末に13カ村を
包括する東方紅高級合作社が形成される。この13カ村は前述の 5カ村に小麦頭
村・小猪場村・徐家荘・九王荘・小曹桂荘・后尖荘・冒店荘・小北桂荘の 8カ
村を加えたものである。高級合作社期の霊泉郷の 5カ村は合作社の生産区とな
っていた。
1958年には県の下の区規模（武店区）に大規模な東方紅人民公社が成立し， か
つての東方紅高級合作社は霊泉生産大隊となる。この大人民公社は幹部の経験
や能力不足のため管理・運営が非常に難しく，そのため1961年には整社が行わ
れ，大人民公社である東方紅人民公社は郷単位の武店人民公社・考城人民公社
・楼店人民公社・官塘人民公社・馬湖人民公社・龍塙人民公社の 6つに分離縮
小された。これらの 6つの人民公社は武店区の現在の 6つの郷となっている。
霊泉生産大隊は武店人民公社に属し，武店人民公社は 4生産大隊で構成される
ようになる。 1964年には霊泉生産大隊は霊泉生産大隊（元・霊泉郷，自然村5カ村
を含む）と林場生産大隊（元・林場村，自然村8カ村を含む）に分離する。 1979年には
霊泉生産大隊は第9表に見られるように龍寓生産隊が南山村に吸収され，彰家
村に 1生産隊，霊泉村に 8生産隊，北山村に 4生産隊，陳概村に 4生産隊，南
山村に 4生産隊の計21生産隊となる。この形態は1982年の「政社分離」後も基
本的に存続し，かつての自然村は現在もその名を残し，生産隊の単位となって
いる。
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~ 総戸数｀形
彰家 16 100.1 
北山 1 19 100.1 
, 2 17 100.1 
II 3 19 100.1 
II 4 16 100. 1 
陳岡1 20 100. 0 
/ 2 21 95.4 
/ 3 20 100. 0 
II 4 20 100.0 
霊泉1 28 100.0 
I/ 2 24 100.0 
" 3 19 100.0 
, 4 20 100.0 
I/ 5 21 100.0 
II 6 19 100.0 
/ 7 21 100. 0 
, 8 22 99.9 
南山 1 25 100.0 
I/ 2 36 100.1 
II 3 27 100.0 
龍窓 17 100.0 
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第9表 霊泉村の専業戸・重点戸の内訳
養殖業 運輸業 加工業
戸採数石1業形i戸種数植j業% 
戸数％ 戸数1形 叫％
2 12.5 1 6.3 2 12. 5 9 56. 3 
4 21. 1 2 10.5 1 5.3 1 57.9 
2 11. 8 13 76.5 
2 10.5 1 ・5. 3 1 5.3 14 73. 7 
2 12.5 13 81. 3 
3 15.0 1 5.0 14 70.0 
1 4.8 1 4.8 17 81. 0 
2 10.0 15 75.0 
1 5.0 1 5.0 15 75.0 
2 7.1 3 10. 7 4 14. 3 15 53.6 
2 8.3 1 4.2 1 4.2 17 70.8 
1 5.3 2 10. 5 2 10. 5 12 63.2 
3 15.0 5 25. 0 10 50.0 
1 4.8 2 9.5 2 9.5 14 6. 7 
2 10.5 4 21. 1 11 57.9 
3 14.3 3 14.3 15 71. 4 
3 13.6 4 18.2 2 9. 1 10 45.4 
5 20.0 6 24.0 11 44.0 3 12. 0 
2 5.6 9 25.0 2 5.6 21 58.3 
2 7.4 4 14.8 1 3. 7 20 74.1 
3 17.6 4 23.5 2 1. 8 6 35. 3 
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採石掘灰業
戸数[ % 
2 12. 5 
1 5.3 
2 1. 8 
1 5.3 
1 6.3 
2 10. 0 
1 4.8 
3 15. 0 
3 15. 0 
4 14. 3 
3 12. 5 
2 10. 5 
2 10. 0 
2 9.5 
2 10. 5 
3 13. 6 
2 5.6 
2 1. 8 
計 (! 写)100.0 45 10.1[ 51 11.4!26[ 5.sJ2ss!6s.s[ s[o.1[をiま58. 7 
出典）資料の提示に基づく。石灰採掘業の合計は39ではなく， 38であり，それゆえ総戸
数の合計は447とあるが各業の合計では446となる。
2. 后楊生産隊の歴史的展開
解放前，后楊生産隊は黒楊荘を構成するー自然村で，黒楊荘は前楊・后楊．
中楊・小楊の 4カ村を含んでいた。黒楊荘は1949年に解放され， 1950年に土地
改革が実施された。土地改革の単位は行政村である黒楊荘で，黒楊荘には戸数
が約80戸，耕地が 2,000余畝あった。当時の階級構成は地主が 1戸，富農が 5
戸，中農が約 2分の 1(約40戸），貧農が約 3分の 1(約27戸）であり，貧農が 3分
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1450 闊西大學『経演論集』第36巻第5号 (1987年 2月）
第10表・鳳陽県武店人民公社霊泉村霊泉三生産隊
生 産 指 標
承包耕 糧 食 産 量 姥 姻
戸名 人口
地面積 油料産量
全年 午季 秋季 面積 産量
王光展 8 7.53 6,875 4,040 2,835 411 1. 3 325 
王洪栄 8 7.32 6,693 3,932 2,761 400 1. 3 325 
王洪甫 5 2.98 2,755 1,619 1, 136 164 0.5 125 
王洪飛 7 6.76 6,206 3,647 2,559 371 1. 2 300 
王洪九 8 6.76 6,206 3,647 2,559 371 1. 2 300 
王洪均 6 5.88 5,394 3,170 2,224 322 1 250 
王洪金 7 5.88 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王洪喜 6 5.8 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王洪祥 6 5.8 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王洪其 6 4.84 4,490 2,639・ 1,851 268 0.9 225 
王洪朋 6 5.8 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王洪銀 6 5.8 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王立香 6 5.8 5,388 3,166 2,222, 322 1 250 
王洪記 5 3.9 3,591 2, 110 1,481 215 0.7 175 
王洪訓 7 5.8 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王洪全 6 5.8 5,388 3,166 2,222 322 1 250 
王洪範 7 7.79 7,183 4,221 2,962 430 1. 4 350 
王栄文 5 3.89 3,591 2_. 110 1,481 215 0. 7 175 
馬来付 1 0. 77 912 537 375 57 0.3 57 
合計 ¥116I 104. e 97. ooo I 57, ooo I 40, ooo I 5,soo I、 1s. s l 4. 625 
出典）資料の提示に基づく。用語は正確を期するため原資料のままとした。
の 1とあるようにそれ程貧しい村ではなかったようである。地主の 1戸は中楊
に居住する在村地主で， 520畝の土地を所有している大地主であった。土地改
革は霊泉村と同様に老若男女に関係なく， 1人当たり 4畝地を分配した。
黒楊荘の農業集団化は， 1951年~1952年に互助組化， 1953年~1955年の初級
合作社化の時期に 4つの初級合作社が成立し，初級合作社には地主・富農は参
加出来ず， それ以外の全村民が加入した。 1956年秋には高級合作社化が行わ
れ，黒楊荘・西孫村・嘆湾村の3ヵ村で構成する五四高級合作社が成立する。
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農業大包干経済合同分戸登記表(1)（単位；畝，斤，元）
].451
交 嘗 任 務
食糧 集体提留
合 計家禽 鮮蛋超 購 公糧款 姥烟 肥猪征購 油脂
全年
午季|秋季午季|秋季
75.30
73.20
29.80
67.60
67.60
58.80
58.80
58.00
58.00
48.40
58.00
58.00
58.00
39.00
58.00
58.00
77．90
38．90
7．70
4.1
4
1.7
3.7
3.7
3.2
3.2
3.2
3.2
2.7
3.2
3.2
3.2
2.1
3.2
3.2
4.3
2.1
0.8
1．1
1．1
0．4
1
1
0.8
0.8
0.8
0.8
0.7
0.8
0.8
0.8
0.6
0.8
0.8
1.1
0.6
0.2
???????????????????
403
392
158
360
360
313
314
314
314
254
309
309
309
207
309
309
414
207
24
40.80
39.71
16.32
36.86
36.86
32.10
31.82
31.96
31.96
26.66
31.96
31.96
31.96
21.35
31.96
31.96
42.70
21.35
5．44
314
306
126
284
284
248
246
246
246
206
246
246
246
166
246
246
330
166
42
522
507
206
468
468
406
407
407
407
329
399
399
399
268
399
399
537
268
45
7.3
7.1
2.9
6.5
6.5
5.7
5.7
5.7
5.7
4.6
5.7
5.7
5.7
3.7
5.7
5．7
7．5
3．7
0．9
283
283
109
261
261
218
218
218
218
196
218
218
218
152
218
218
305
152
65
???????????????????? ???????? ?????????
，，
?
??
??
?
’
1049.00
この時，黒楊荘は前楊・后楊・中楊・小楊の4つの生産隊に分解した。1958年
には人民公社化が行われ， 10力村を合併した大廟人民公社が成立した。この10
力村は黒楊荘・西孫村・嘆湾村・許崗村・楊坪村・三河村・常庄村・東林村・
西林村・大廟村であり，黒楊荘は西孫村に合併されて西孫生産大隊となり，合
計9つの生産大隊が成立する。大廟人民公社は東方紅人民公社のような大人民
公社ではなく， 1982年の「政社分離」まで基本的にこの形態で存続し，后楊村
は西孫生産大隊の生産隊として存続する。
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1452 闊西大學「継清論集」第36巻第5号 (1987年2月）
第10表鳳陽県武店人民公社霊泉村霊泉五生産隊
生
?
指
戸名 1人口1
承包耕
地面積
糧 食
全年 午耳
標
産量 姥姻三
王惟香 5 
王安香 5 
王洪利 5 
李栄雲 5 
王宮香 7 
王平香 7 
王躍香 7 
王科香 6 
王米香 5 
王道香 4 
王洪頂 5 
王洪凱 8 
王洪章 8 
苗士勇 . 7 
王洪山 5 
王洪汝 7 
王洪奎 5 
王門香 9 
王洪群 6 
王洪湾 1 
王億香 7 
合計 1124
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??? ? ? ? ?
?
? ＿
2,716 
2,716 
2,623 
2,623 
3,236 
3,760 
3,327 
3,327 
2,759 
2,235 
3,042 
3,900 
4,187 
3,090 
2,337 
2,376 
2,337 
3,522 
2,807 
615 
3,485 
62,.000 
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
?
~ 
日三巴巳巳ばば
429E-
〗
??????? ?? ?
18.5 
200 
200 
200 
200 
250 
300 
250 
250 
200 
175 
225 
300 
300 
225 
175 
250 
, 175 
250 
200 
50 
250 
4,625 
出典）資料の提示に基づく。
V. 三中全会以後の農村経済の変貌
1. 霊泉村経済の変貌
鳳陽県は既述したごとく生産責任制導入が非常に早く， 1979年冬期には大包
干制が実施されている。大包干は老若男女に関係なく人口割りで水田と旱地が
平等に分配され，例えば霊泉第5生産隊では 1人当たり 1.5畝の土地が分配さ
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農業大包干経済合同分戸登記表（2）
1453
筈 任 務二一父
食糧 集体提留
合 計家禽 鮮蛋肥猪姥烟油脂公糧款超 購征購
全年
午季|秋季午季|秋季
50.20
50.20
48.30
48.30
59.80
69.50
61.50
61.50
51.00
41.30
56.20
71．10
77.40
57.10
43.20
42．40
43．20
65．10
51．90
11．40
64．40
?????????????????????
?
? ?? ??????
?
?
???
?
?? ?? ? ? ??
0‘7
0.7
0.7
0.7
0.8
1
0.9
0.9
0.7
0.6
0.8
1
1
0．8
0．6
0．9
0．6
0.9
0．7
0.2
0．8
4.7
4.7
4.6
4.6
5．6
6．5
5．8
5．8
4．8
3．9
5．3
6．8
7．3
5．4
4．1
5．7
4．1
6．1
4．9
1．2
6．1
174
174
174
174
216
261
218
218
174
152
196
261
261
196
152
218
152
218
174
44
218
27.06
27.06
26.11
26.11
32.23
37.40
33.18
33.18
27.61
22.44
30.33
38．76
41．62
30．87
23．39
33．59
23．39
33．09
28．02
6．54
35．09
263
263
253
253
313
364
322
322‐
267
217
295
378
406
300
227
327
227
340
273
61
338
814
814
783
783
970
1，127
998
998
827
670
912
1,169
1,255
926
701
1,012
701
1，056
842
186
1，045
342
342
329
329
408
474
420
420
348
281
383
491
527
388
294
426
294
445
353
77
439
209
209
201
201
249
289
256
256
212
172
234
300
322
238
180
259
180
271
216
48
268
’~F珂輌~｢壺両~応~応71 ､‘ | ，， | ‘｣ ｜ ‘'伽
れた。一旦分配した土地は15年間は移動させず，その後に人口の変動があって
も土地の再分配は行わない31)。江南農村のように工業や副業が十分発達した農
村と違って，純農村地帯においては15年間も土地を固定化することは貧富の格
31）「関子包干到戸管理辨法」によれば，土地調整前には出産・死亡・出嫁・入嫁で人口
が増減しても土地は不増不滅とあり，調整する場合は生産隊農家の討論と同意を経，
そして人民公社の批准を得なければ成らないとある。前掲『大包干的四年』P.22．
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1454 闊西大學『継清論集」第36巻第5号 (1987年2月）
第10表鳳陽県武店人民公社霊泉村霊泉六生産隊
生 産 指 標
承包耕 糧 食 産 最 姥 畑戸名 人口
地面積 油料産量
全年 午季 秋季 面積 産量．
王貴香 ， 8.67 8,074 4,780 3,294 500 1. 4 350 
王周香 8 8.67 8,074 4,780 3,294 500 1. 4 350 
王談香 7 6.61 6,156 3,646 2,510 382 1.1 275 
王張香 4 1. 88 1,751 1,037 714 108 0.3 75 
王高香 5 5.66 5,271 3,122 ,2,149 327 0.9 225 
王双香 6 6.17 5,746 3,403 2,343 357 1 250 
王印香 6 5.22 4,861 2,879 1,982 302 0.9 225 
王武香 6 6.17 5,746 3,403 2,343 357 1 250 
王洪松 5 4.8 4,470 2,647 2,823 278 0.8 200 
王発香 5 5.74 5,346 3,166 2,180 332 1 250 
王洪春 5 3.77 3,511 2,080 1,431 218 0.6 150 
王金香 10 7.89 7,348 4,352 2,996 457 i.4 350 
王恒香 4 6 5,588 3,310 2,278 347 1. 1 275 
王暁香 6 6 5,588 3,310 2,278 347 1.1 275 
王方田 1 0.85 792 503 289 49 
王利田 ， 6.6 6,147 3,641 2,506 382 1. 2 300 
王普文 5 4. 71 4,386 2,598 1,788 273 0.8 200 
王魯田 10 8.67 8,074 4,780 3,294 500 1. 4 350 
王磨香 6 6.52 6,071 3,563 2,508 384 1.1 275 
合計 Im1 110. s I 10s.ooo I s1. ooo I 42, ooo I a. 400 ・1s. 5 I 4. 625 
出典）資料の提示に基づく。王談香と王張香の承包地はそれぞれ6.61畝， 1.88畝である
の合計8.49畝は84.9元と10倍になっており，計算ミスと思われる。
差を拡大することになり，農業以外に工業や副業を発展させなければ今後に大
きな問題を残すことになるであろう。しかも，分配された請負地は既得の権利
として子供達に継承されていくので，分配地が集団の土地であったとしてもそ
れに対する所有意識は一層強固なものになるであろう。また，生産大隊所有の
トラクター10台は個人に売却された。
霊泉村における大包干制を見たのが第10表である。この表は調査中に許可を
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筈 任 務交
食糧 集体提留
合 計公糧款 油脂 家禽 鮮蛋超 購 熔烟 肥猪征購
全年
午季|秋季午季|秋季
86.70
86.70
14.30
70.60
56.60
61.70
52.20
61.70
48.00
57.40
37.70
78.90
60．00
60．00
8.50
66.00
47.10
86.70
65.20
??????????????????
????
????????
?? ??
608
608
451
141
393
430
359
430
328
398
260
549
419
419
60
460
326
608
453
47.19
47.19
39.23
7.97
31.55
34.27
28.83
34.27
27.06
32.50
21.62
43.79
33.18
33.18
5．17
36．73
26．25
47．19
36．73
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
1.2
1.2
0.9
0.3
0.8
0.8
0.7
0.8
0.6
0.8
0.5
1.1
0.8
0.8
0.9
0.6
1.2
0.9
???? ??? ．??? ??
469
469
344
111
303
330
285
330
260
305
200
424
321
321
47
353
253
469
344
305
305
239
65
195.5
218
195.5
218
176
／
218
131
305
239
．239
261
174
305
239
1,440
1,440
1,098
312
940
1,025
876
1，025
797
954
626
1，311
997
997
141
1，097
782
1，440
1，080
363
363
303
60
244
265
222
265
209
251
166
338
257
257
34
284
203
263
283
18,37814,73011 ,7 015,938161a9011014,0281]511915811106.00
が，黛本提留は70.60元,14.30元と1畝につき10元の割合になっていない。ただし,2人
得て写真に収めたものである。しかし，村幹部が村民委員会辮公室から持って
来てくれた資料は霊泉村霊泉第3･第5・第6・第8の各生産隊の資料であ
り，第9表と比較すると霊泉には8生産隊があり,その2分の1の4生産隊の
資料である。第10表を分析すると，既述したごとく人口数で土地が分配されて
いるようだが,必ずしも正確にそう差とは言い切れない｡もちろん,統計上の
人口と土地分配時の人口が増減して異なっている農家もあるが，そうであると
449
關西大學『經濟論集」第36巻第5号（1987年2月）
第10表鳳陽県武店人民公社霊泉村霊泉八生産隊
]_456
生 産 指 標
姥 烟糧 食 産 量承包耕
地面積
戸名 人口 ｜
面積’産量｜
油料産量
午季全年 秋季
????????????????????????
??????????????????
王洪金
王洪池
王洪品
王洪水
王洪平
王洪年
王洪正
王栄就
王洪月
王洪敏
王洪賢
王洪暁
王栄玉
王栄水
陳玉珍
王洪孝
王洪学
王洪成
王敏香
王魯香
呂元業
呂元柱
1,525
1,551
1,036
3,656
2,588
3,656
4，217
457
4,441
2,959
3,193
1,705
1,939
2,449
1,939
3,469
3,469
1,429
3,469
3,469
1,456
1,928
1)062
1，081
722
2,546
1,802
2,546
2,937
319
3,093
2,061
2,224
1,188
1,351
1,706
1,351
2,416
2,416
995
2，416
2，416
1，014
1，338
158
158
107
378
268
378
437
47
460
306
331
177
201
254
201
395
359
148
359
359
151
204
0.5
0.5
0.3
1.3
0.9
1.3
1.5
1.5
1
1.1
0.6
0.6
0.8
0.6
1.1
1．1
0．5
1．1
1．1
0．5
0．6
2.87
2.92
1.95
6.88
4.87
6.88
7.44
0.86
8．36
5．57
6．01
3．21
3．65
4．61
3.65
6．53
6．53
2．69
6．53
6．53
2．74
3．62
??????????????????????
2,587
2,632
1,758
6,202
4,390
6,202
7，154
776
7,534
5,020
5，417
2，893
3,290
4，155
3,290
5，885
5，885
2，424
5，885
5，885
2,470
3，266
合計 |l271｣05411 ,0001$6"0119,00015,8001'a514,62'
出典）資料の提示に基づく。
しても1人少ない農家と同じ数値であらねばならない。ところが，そのように
はなっていない。いま1つの問題は土地の豊度を換算して土地が分配されてお
り，そのため人口数と必ずしも合わないとも考えられるが， この点も二金一費
(公益金・公積金・管理費）の集体提留金を見ると，土地1畝につき10元の割合に
なっており，土地の豐度が計算されていない。また，農民の応答では霊泉第5
ノ
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農業大包干経済合同分戸登記表（4）
1457
任 務
??
一一
父
食糧 集体提留
合 計家禽 鮮蛋肥猪姥烟公糧款 油脂超 購征購
全年
午季|秋季午季|秋季
28.70
29.20
19.50
68.80
48.70
68.80
79.40
8.60
83.60
55.70
60.10
32.10
36.50
46．10
36．50
65．30
65．30
26．90
65．30
65．30
27．40
36．20
??????????????????????
?
1.6
1..6
1
3.6
2.7
3.8
4.6
4.6
3.1
3.3
1.8
2
2．5
2．1
3．6
3．6
1．5
3．6
3．6
1．8
2
0.4
0.4
0.3
1
0.7
1
1.2
1.2
0．8
0．9
0．5
0．5
0．7
0．5
0．9
0．9
0.4
0．9
0．9
0．4
0．5
109
109
65
283
196
283
326
326
218
239
131
131
174
131
239
239
109
239
239
109
131
2.9
2.9
1.9
6.7
4.8
6.7
7.6
0.8
8.1
5.4
5.9
3.2
3.6
4.5
2.6
6．3
6．3
2．7
6．3
6．3
2．9
3．6
16.05
16.05
10.60
37.26
26.66
37.26
42．68
5．33
45．42
30．33
32．78
17．68
20．26
25.30
20.13
35.36
35.36
15.10
35.36
35．36
15．10
20..26
191
191
134
472
335
472
547
59
573
383
412
220
250
316
250
448
448
189
448
448
188
266
148
148
103
364
257
364
418
45
443
294
318
170
193
244
193
345
345
146
345
345
145
106
121
121
82
290
205
290
335
36
353
235
254
135
154
195
154
276
276
114
276
276
115
147
460
460
319
1，126
797
1,126
1,300
140
1，369
912
984
525
597
755
597
1,069
1,069
449
1，069
1，069
448
619
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生産隊の土地分配は1人当たり1．5畝とあったが，第10表(2)で計算すると1
人当たりの分配地は約0．9畝となり，その内容を異にする。農民の応答にはな
かったが， ここで考えられることは土地分配において口糧田と承包田(責任田）
とがあり，資料に記載されているのは後者の承包田のみであるということであ
る。というのは，既述したように霊泉村の人口が2,486人で，耕地面積が3,336
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畝あり，単純計算をしても 1人当たり耕地面積は1.34畝となり，分配地があま
りにも少ないからである。・ さて，第10表を分析するに，各生産隊の生産指標の
糧食産量と油料産量は全て下 2~3桁が0の整数であり，この数値は村から各
生産隊に割当てられたものである。この合計産量を各農家の承包面積に応じて
割当てたのが各農家の数値である。姥姻の産量は 1畝につき 250斤の割合であ
る。国家への義務供出である「交信任務」も同様に土地面積に比例している。
しかし，全年の合計数値は下1桁まで端数がでている。「征購」は午季の収穫だ
けであり，それゆえ各生産隊への割当て量も下 1桁0の整数となっているが，
「超購」は両期にわたっており，前期の午季分は割当として下 1桁0で，後期
の秋季分が口糧分や備畜分を差し引いた残りを超過販売しているため端数が出
ている32)。 しかし，その割当もやはり土地面積に比例している。次に農業税の
公糧款は応答によれば 1畝につき39斤，すなわち 1斤が 1毛 3分 6厘で計算す
るので， 1畝当たり5.304元となり，全耕地3,336畝では 1万7,680元となる。
この点を第10表から見ると，霊泉第 3生産隊では平均5.49元，第 5生産隊では
5.40元，第 6生産隊では5.55元，第 8生産隊では5.46元となっており，非常に
近い数値である。また，その割当も土地面積に比例している。公益金・公積金
は1畝につき 7元との応答であり，第10表では集体提留金として 1畝につき10
元の割合である。ということは管理費等に 1畝につき 3元徴収していることに
なる。集体提留金は村全体では切X3,336=3万3,360元となり， これは各生産
隊毎に集められ，村に納められる。
以上の点を具体的に個別農家の事例で見ると，霊泉第 5生産隊の王洪凱は妻
(47歳），長男(22歳），次男(19歳），長女(19歳），次女(17歳），三女(15歳）の 7人家
族であったので分配地を 1.5畝X7=10.5畝を獲得した33)。分配後，長男が嫁
32) 「征購」とは，国家の農村社隊に対する公糧（農業税）と統購（義務供出）の檻食徴
収を意味する。「超購」 とは，農村社隊の「続購」任務完成を超えて国家へ販売する
ことを意味する。
33)農民の応答ではやはり 1人当たり分配地を1.5畝としていた。
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(21歳）をもらったので，嫁に対する分配はない。王家は冬作に小麦を全耕地に
栽培し，夏作には黄豆 5~6畝，緑豆2畝余，残りの耕地には山芋と芝麻を栽
培している。水稲作がないのは水がなく，山地が多いためである。生産責任制
実施以後，王家は 1人当たり糧食が400余斤，収入が100余元となった。実際，
この数値は驚くべき程の数値ではなく，実施前の貧．しさを強調しているものと
思える。というのは鳳陽県梨園人民公社小閥生産隊の例であるが， 1956年から
1978年の23年間，毎年 1人当たり収入は多くて20数元，少なければ10数元で，
分配口糧は 1人当たり100~200斤であった34)。王家では息子が 2人いるので，
分家の時には請負地を 2等分するとのことである。
生産責任制の実施により霊泉村経済は発展した。その根拠を聞くと， (1)国家
の政策が正しかった。 (2)山に石が沢山あり， その副業が盛んになった（写真6
参照）。 (3)農家に技術があった。 (4)土地が少なく， 労働力が多い。そこで， 集
約経営・多角経営が可能となったという応答が返ってきた。まず， (1)は別とし
て(2)では93戸の農家が各 1,000元投資して経済連合組織を形成し， 4つの石灰
窯と11の石粉機で石灰の生産をするようになった（写真7参照）。 これは按戸分
紅として利益は出資に応じて分配されている。このような経済連合は他にも見
られ，例えば村からは鉱泉が湧き，その水を利用してアイスキャンディー工場
（泳棒廠）を数戸で設立し， アイスキャンディーは近くの集市， 例えば武店鎮や
劉府鎮，あるいは淮南市や絆埠市までも売りに行く。その結果，第9表に見ら
れるごとく全村戸が重点戸や専業戸となり，中でも採石業に携わる農家が283戸
(63.3彩）と非常に多い~5)。また， 1983年には 1 台が5,000余元もするトラクター
34)前掲「実事求是，解放思想，尊重群衆，因勢利導ー＿＿四年大包干的情況和体会」 p.9。
35)応答では専業戸は418戸あり，そのうち養鶏・養鴨・養牛・養羊が45戸 (10.8%), 運
輸専業戸が51戸 (12.2%). 加工専業戸26戸 (6.2彩），採石専業戸283戸 (67.6%),
タバコ栽培専業戸が2戸 (0.5%)となっており， 専業戸の規定は専門に特定の仕事
に従事し，その収入が全収入の6096以上を占める農家である・。この内容では専業戸と
重点戸の区別は不明であり，既述した応答では重点戸は専業戸を含んでいる。すなわ
ち，霊泉村には418戸の重点戸があり，そのうち専業戸が51戸で全て万元戸である。
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写真6 山より石が採れ，建築資材として利用されている。採石は
農民の貴重な副業収入となっている。
写真1 山より採れた石灰を砕き，建築用の石灰を作っている。
これも農民の貴重な副業収入である。
が村に79台もあり，これらのトラクターは農耕用に利用されるのではなく，農
家の副業として運送用に利用されており，連輸専業戸は 51戸(11.496)である。
(4)では農家の過剰労働力が耕種農業以外にも投入され，各農家では養豚・養鴨
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第1表 霊泉村の設備と電化製品台数
目 I 数 I 項 目
ジ オ 464 敬 老 院
シ ン 332 図 書 室
転 車 205 文 芸 室
レ ビ 100 花 鼓 隊
風 機 130 バスケットコート
音 機 10 豆 房
稚 園 8 油 房
、子吐 校 4 磨 麺 機
I 数
1 
1 
1 
5 
4 
1 
1 
10 
出典）聞き取りに基づく。ミシンは飛人牌というブランド品
が多いので，霊泉村を別名飛人村とも呼ぶ。
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・養牛（水牛・黄牛）・養鶏を行っている。 このような農家は第 9表では 45戸
(10. 15lる）あり，現在耕牛が500~600頭に達している。しかしながら，農業戸・重
点戸の多くは非農業部門であり， 種植業は僅か0.7形を占めるに過ぎず， 霊泉
村の発展は農業の発展によるものではない。
この結果， 5分の 1の農家の 1人当たり収入が 1,000元近くになり，村では
第11表に見られるごとく，ラジオが464台， ミシン332台，自転車205台，テレ
ビ100台（敬老院に2台のカラー・テレビがある），扇風機 130台，テープ・レコーダ
-10台， 磨麺機10台に増加した36)。すなわち， 腕時計・ラジオは90形の農家
に， 自転車は80形， ミシンは50形以上となった。
武店郷と霊泉村の「政社分離」について触れておくと， 1982年秋に武店人民
公社は武店郷となり，行政組織の武店郷人民政府と政治権力機関の武店郷党委
員会，経済組織の武店郷農工商管理委員会に分離した。霊泉生産大隊は1983年
3月に霊泉村となり，行政組織の霊泉村民委員会と政治権力機関の霊泉村党支
部委員会に分離し（写真8参照），村レベルでは経済組織は形成されておらず，
36)本村では飛人牌のミシンが多いので飛人村とも呼ばれて・いる。 1984年 4月2日現在の
「“両介文明”一起 建設中国式的社会主義新農村」 (p.187)では80戸の農家がテレ
ビを， 40戸が扇風機を購入したとある。
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村民委員会が経済方面の仕事もするようになった。
2. 后楊生産隊経済の変貌
后楊生産隊では，農業生産責任制導入以前において農業生産力は低く，第12
表に見られるごとく糧食生産は 10万斤以下（最高で9万6,000斤）であった。ま
た，生産手段も僅かに 6頭の耕牛， 6台の牽， 3台の肥， 3台の小板車（小荷車）
しかなく，収入の最高年である1977年においても 1人当たり収入は80元であっ
た。 1976年~1978年の 3年間は国家よりの 3万余斤の買い戻し食糧を食べ，
2,000余元の生活救済借款を利用した。それゆえ，付近の村人達は次のように
嘲笑した。すなわち， 「后楊は土地が多いので穀物を取り入れない， ローラー
が止まるとすぐ逃げ出す，后楊から嫁に出るのは見るが，嫁が来るのを見たこ
とがない」37) とあり，若い女は后楊に嫁ぐことを嫌がった。そのため， 1979年
までに未婚の青年は生産隊の全男性の50彩を占めた38)。ところが1979年春に試
験的に包干到組（作業組経営制）が行われ始め，状況が変わった。包干到組は4組
第12表后楊生産隊1976年,.,;.,1983年発展情況
年｀度目 糧量食（万生斤産） I 糧(食万斤饂） I 吟(元誓）文I虎入冒悶（元閤）成
1976 9.4 1. 3 . 66 
1977 11 1. 6 92 
1978 9.6 0.4 _ 80 133.57 
1979 17 2 130 160.17 
1980 22 7 300 191. 33 
1981 . 36. 5 25 600 223.44 
1982 40 30 820 270.11 
1983 45 32 890 309.77 
1984 55 355.33 
出典）生産隊集会所に貼ってあった棒グラフと各年度の「中
国統計年鑑」より作成。
37) 38)「后楊生産隊情況簡介」前掲「大包千的四年」 p.149。
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写真8 1983年3月の「政社分離」により成立した霊泉村民委員会
と霊泉村党支部。
が結成され，各組のメンバーは共に仲の良い者達で結成された。 1980年秋には
包干到戸（大包干）制が取り入れられ， 1981年から実施された。大包干制は老若男
女に関係なく人口の割合に応じて土地は 1人当たり平均 5.3畝分配した。この
土地は15年間はたとえ子供が生まれ，家族の者が死亡しても変動させないと保
証されている。そして， 人口変動に対して何の対処もしないということであ
る。分配地を農民に保証するために「罠業大包干経済合同書」が発行された。
例えば，楊俊芝(53歳）は39.7畝（水田15畝，旱田23畝）の土地を請負い， 糧食総生
産量は6,000余斤に達する。農業税は 1畝当たり20斤足らずで， 650斤を納め，
国家への義務供出は 300斤である。集団提留金は生産隊に公益金として 1人当
たり 2元，公積金が 3元の計 5元を納める。楊俊芝は水田には夏作として水稲
を，冬作として油菜と小麦を栽培し，旱田には夏作として大豆を，冬作として
小麦を栽培している。水稲 1畝当たり収量は籾付で1,400斤，玄米換算で980斤
（換算率70形）で，小麦は 1畝当たり籾付で 500~600斤である。これらは全て国
家へ売却した。
もう 1つの例として万元戸の楊錦礼を紹介しよう。楊錦礼は夫婦と子供5人
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の7人家族で，42畝の土地を請負っている39)。1981年の糧食生産量は 3万3,000
斤，落花生が1,500斤，葉タバコが 1,600斤，薄荷が20斤，油菜・芝麻が300余
斤で，年収8,925元， 1人当たり平均1,116元であった40)。1981年~1983年の 3
年間では糧食生産量は11余万斤に達し，国家への販売量は 7万4,000斤で， .1
人当たり平均 1万斤を超えている。特に， 1983年には 4万 1,000斤に達し，油
料は2,600斤，国家への糧食貢献は 2万8,000斤で， 1万3,000元の収入となり，
穀物収入がs,poo元である。 3年間の平均総収入は 1万 1,000余元となってお
り，純収入は 9,200余元である。これらの収入は， 1981年と1982年には学校等
の公共施設の設備に投資したとのことで， 1983年には 6,280元かけて 5間の 2
階建の家を新築し， 6,180元かけて小型四輪トラクターと磨麺機を購入し，家
電費として 48元使った。その他にミシン 1台， 永久牌自転車 3台，腕時計 3
個，家具ー式を購入している41)。これらの専業戸は全て糧食戸であり，万元戸
出現の理由として后楊生産隊は土地が多く，人も多く，糧食以外の農産物を生
産したからとあり，矛盾する応答が返ってきた。
后楊生産隊の最低農家は楊井鳳で， 家族は楊一人， 1981年の収量は小麦が
1,100斤，水稲が1,200斤，黄豆が400余斤，純収入が400元である。最低でも全
国平均223.44元に比較すると高い42)0 
后楊生産隊全体では第12表に見られるごとく 1979年糧食総生産量が17万斤，
1980年には20万斤に達し，糧食の国家からの買い戻しの歴史を撤回し， 9万余
斤を国家に納めた。 1981年には36万5,000斤に急増し， 3万斤以上の生産農家
が4戸， 2万斤以上が11戸， 1万斤以上が 4戸， 1万斤以下の農家は僅か 4戸
39)専業戸小伝の「楊錦礼務農発家」（『在改革中前進』 p.201)によば楊錦礼となってい
るが，前掲「后楊生産隊情況簡介」 (p.149) によれば楊井礼となっており，聞き取
りでは楊錦礼であった。また，聞き取りでは請負地は48畝であり，また「后楊生産隊
情況簡介」では家族数が8人・労働力が4人である。
40)前掲「后楊生産隊情況簡介」 p.150。
41)前掲「楊錦礼務農発家」 p.201。
42)中華人民共和国国家統計局編「中国統計年鑑1981」1982年， p.198。
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で， 1戸当たり平均生産量は 1万5,870斤， 1人当たりでは3,614斤であった。
1982年では40万斤生産し， 1人当たり 2トン生産した。そして，国家へ20万斤
以上を販売し， 1人当たりに換算すれば2,000斤以上を販売したことになる43)。
1983年には45万斤生産した。同様に， 1人当たり収入も1979年以降急激に上昇
し， 130元から1983年には890元にまで伸びている。全国平均の 1人当たり収入
が160.17元から309.77元の上昇であることに比較すれば，その伸びのスビード
は速いと言える。
このような結果， 村民の生活が改善され， 16戸の農家はすでに資金を準備
し， 2階建の家を新築する予定である44)。また，耕牛は 30頭，牽 15台，肥14
台，小板車13台となり，この 2年間で村民が購入したミシン 13台， 自転車14
台，ラジオ20台，腕時計5個，大小ベッド59床である45)。より最近の具体的数
値は前出の第 7表と第8表である。
最後に「政社分離」について触れておくと， 1982年に大廟郷の「政社分離」
が行われ，大廟人民公社は大廟郷となり， 3つの組織に分離した。 1つは行政
組織の大廟郷人民政府であり，他の 2つは政治権力組織の大廟郷党委員会と経
済組織の大廟人民公社管理委員会である。同時期に西孫生産大隊も「政社分
離」が行われ，生産大隊は行政村となり，西孫村民委員会と西孫村党支部委員
会に分離した。
VI. 結語
以上，鳳陽県の農業経済概況と，霊泉村・后楊生産隊の歴史的展開並びに農
村経済の変貌について論じてきた。三中全会以後の農村経済の変貌については
各地の農村において比較的多く語られているので，その内容については理解し
て戴けたことと思う。両調査村とも三中全会以前の諸政策が農民の自発性を押
43)前掲「后楊生産隊情況簡介」 p.149。
44) 45)同上論文， p.150。ただし，この論文は1982年10月10日現在の内容であり，筆者
が訪問した時には多くの家はすでに新築されていた。
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さえ，そのために農業生産力が伸び悩んできた。 これを何とか打開するため
に，上級に隠れて農業生産責任制を導入し，農民の生産に対する意欲を高め，
各種の副業を認め，農業を本来の姿に戻した。その結果，農家経済はこれまで
に比較して急速に豊かになった。しかし，今後さらなる発展を達成していくた
めには農民個人の意欲と投資だけでは不充分であり，国家や集団による農業投
資が必要となるであろう。政府は今こそ「以工補農」を真剣に考えなければな
らない。
次に，第2の課題である村落の歴史的変遷について議論を整理し， 結語と
したい。まず，現在の霊泉村は元来，彰家村・霊泉村・北山村・陳岡村・南山
村という 5つの自然村によって構成されており，その名称は霊泉寺という村廟
に由来する。自然村の霊泉村は 1つの保を形成し，王姓の同族村であり，現在
でも輩行字が行われ，同族として意識されているようであるが，その内部にま
で立ち入ることは出来なかった。解放後，霊泉村は他の自然村と合併すること
なく，独自で 1つの単位として土地改革を行うた。互助組・初級合作社化まで
は霊泉村は自然村としての単位を保持しつづけるが， 1954年には上記の 5カ村
が合併して霊泉郷となり，これが今後の霊泉村の基礎となる。 1956年末に他の
8カ村を加えた13カ村で東方紅高級合作社が形成され，霊泉村の 5カ村は高級
合作社下の生産区となる。 1958年には区規模の東方紅人民公社が成立し，これ
までの東方紅高級合作社は霊泉生産大隊となる。 1961年の整社により東方紅人
民公社は郷規模の 6つの人民公社に分離し，霊泉生産大隊は武店人民公社に属
する。 1964年には霊泉生産大隊から林場生産大隊8カ村が分離独立し，霊泉村
の元の 5カ村で構成されるようになる。 1982年の「政社分離」後も自然村はそ
のまま名前を留め，現在に至るも生産隊の基礎をなしている。
同様に， 后楊村も前楊村・中楊村・小楊村の 3カ村とともに黒楊荘を形成
し，村名に見られるごとく楊姓の同族村であった。土地改革は黒楊荘を単位と
して行われ， 1953年~1955年の初級合作社は各自然村毎に 4つ形成され， 1956
年秋の高級合作社化では黒楊荘は他の 2つの行政村と五四高級合作社を成立さ
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せ，黒楊荘の 4つの自然村はそのまま生産隊となった。 1958年の人民公社化で
は黒楊荘は隣村の西孫村に合併されて西孫生産大隊となるが，生産隊はそのま
ま存続する。 1982年の「政社分離」においてもこの形態は基本的に存続し，現
在も后楊村は西孫生産大隊の生産隊として存在している。
このように解放前の伝統的村落（自然村）は土地改革・農業集団化・人民公社
化等の社会主義改造を経た現在もその社会的単位としての枠組をなお存続させ
ている。ここに伝統村落の強固な生命力を読み取ることが出来ると同時に，村
民間における人的結合も強固に存在していると考えられる46)。また，解放前の
自然村が農業集団化等の単位となっていることを見方を変えて言えば，伝統的
枠組としての自然村が存在しているからこそ社会主義的集団化が可能であった
ともいえる。それゆえ，今後の農業政策においてもこの伝統的枠組を無視する
ことは出来ないであろう。
（追記）本稿は，第36回関西農業経済学会大会(1986年10月5日）において報告
し，大会の席上，多くの諸先生よりご教示を戴いた。記して感謝したい。
46)筆者の調査目的はまさに村落における中国人の社会結合様式が現在に至るもあまり大
きく変容しておらず，そのことが「中国社会主義」に一・体どのような意味をもってき
たのか， ということを論証することにあったが， 外国人に許可される調査日数は短
く，その点まで深く分析出来なかった。ただ，伝統村落の枠組は形態的には存続して
いると主張できる。
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